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令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
が
、10
月
25
日
開
会
さ
れ
、

同
意
１
件
、
議
案
６
件
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

10
月
臨
時
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
5
年
12
月
1
日
か
ら
19
日
ま
で
定
例
会
が
開
会

さ
れ
た
。
同
意
12
件
、
議
案
17
件
が
上
程
さ
れ
、
内

２
議
案
は
第
一
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
を

行
っ
た
。
8
日
に
は
付
託
議
案
以
外
の
議
案
等
を
可

決
し
、
最
終
日
に
は
付
託
さ
れ
た
2
議
案
と
、追
加

議
案（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
）を
可
決
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
も
行
っ
た
。

12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

《
同
意
第
１
号
》

山　
本　
銀　
男　
氏

（
下
長
尾
）
任
期
４
年
間

《
議
案
第
50
号
〜
53
号
》

○
令
和
５
年
度
林
道
水
川
線

（
１
号
箇
所
）
災
害
復
旧
工

事【契
約
額
】
６
９
８
５
万
円

【
契
約
先
】
㈱
梶
山
組

○
令
和
５
年
度
町
道
下
泉
河

内
川
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

【
契
約
額
】
１
億
８
８
９
８

万
円
【
契
約
先
】
徳
山
建
設

㈱○
令
和
５
年
度
町
道
長
松
線

１
号
箇
所
道
路
災
害
復
旧
工

事【契
約
額
】
１
億
２
４
５
２

万
円
【
契
約
先
】
㈱
梶
山
組

○
令
和
５
年
度
普
通
河
川
小

河
内
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

【
契
約
額
】
１
億
５
２
９
０

万
円
【
契
約
先
】
徳
山
建
設

㈱《
議
案
第
54
号
》

○
令
和
３
年
度
林
道
平
栗
線

（
１
号
箇
所
）
災
害
復
旧
工

事
（
８
月
豪
雨
災
害
）

【
変
更
請
負
額
】
１
億
５
９

１
３
万
７
千
円
【
変
更
に
よ

る
増
額
】
１
８
３
３
万
７
千

円
【
請
負
業
者
】
㈱
柳
澤
組

（
令
和
５
年
度
）

《
議
案
第
55
号
》

○
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

本
川
根
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
空
調
室
外
機
修

繕
料
70
万
円

《
同
意
第
２
号
》

澤　
本　
勝　
美　
氏

（
地
名
）
任
期
３
年
間

《
同
意
第
３
号
〜
13
号
》

○
芹
澤　
利
惠
氏

（
小
長
井
）
新
任

○
筑
地　
美
帆
氏

（
小
長
井
）
再
任

○
橋
本　
立
生
氏

（
田　
代
）
新
任

○
風
間
光
一
郎
氏

（
桑
野
山
）
新
任

○
山
田　
敏
男
氏

（
久
野
脇
）
新
任

○
山
田
友
兵
衞
氏

（
梅　
高
）
再
任

○
長
嶋　
一
幸
氏

（
田
野
口
）
新
任

○
山
下　
　
尊
氏

（
地　
名
）
新
任

○
丹
野　
浩
之
氏

（
水　
川
）
再
任

○
小
田　
康
利
氏

（
元
藤
川
）
新
任

○
瀧
尾　
政
之
氏

（
瀬　
平
）
新
任

※

委
員
定
数
11
名
（
新
任
８

　
名
、
再
任
３
名
）

※

任
期
３
年
間

※
認
定
農
業
者
３
名
以
上
、

　
利
害
無
関
係
の
者
１
名
以

　
上
の
選
任
が
必
要

《
議
案
第
56
号
》

○
川
根
本
町
一
般
職
の
任
期

付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

専
門
的
知
識
や
経
験
が
必
要

な
場
合
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
の
た
め
に
、
一
定
の
期

間
を
定
め
て
採
用
す
る
制
度

を
導
入
す
る
。

（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）

《
議
案
第
57
号
〜
61
号
》

○
川
根
本
町
課
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
台
風
15
号
の
教
訓

か
ら
町
の
危
機
管
理
部
門
を

独
立
さ
せ
た
新
た
な
組
織

（
課
）
を
設
置
す
る
。

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
。

○
川
根
本
町
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
」
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
れ
ば
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
受
け

や
ま
　
　 

も
と
　
　 

か
ね
　
　
　
お

さ
わ
　
　 

も
と
　
　 

か
つ
　
　
　
み

せ
り
ざ
わ
　
　
　
り
　
え

や
ま  

だ  

と
も  

へ    

え

な
が
し
ま
　
　 

か
ず
ゆ
き

や
ま 

し
た
　
　
　
　
た
か
し

た
ん  

の        

こ
う  

し

お   

だ        

や
す 

と
し

た
き  

お        

ま
さ
ゆ
き

つ
き  

じ
　
　
　
み
　
ほ

は
し
も
と
　
　 

た
つ  

お

か
ざ  

ま  

こ
う
い
ち
ろ
う

や
ま  

だ         

と
し  

お

監
査
委
員
の
選
任

条 

例 

の 

制 

定

農
業
委
員
の
任
命

工
事
請
負
契
約
の
締
結

補  

正  

予  

算

工
事
請
負
契
約
の

　
変
更
契
約
の
締
結

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例
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《
議
案
第
62
号
〜
68
号
》

○
く
の
わ
き
親
水
公
園
キ
ャ

ン
プ
場

○
三
ツ
星
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場○
不
動
の
滝
自
然
広
場
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場

○
ア
プ
ト
い
ち
し
ろ
キ
ャ
ン

プ
場

○
池
ノ
谷
キ
ャ
ン
プ
場

○
八
木
キ
ャ
ン
プ
場

○
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く
ぼ

※

10
月
31
日
指
定
管
理
者
選

考
委
員
会
に
お
い
て
選
定

（
指
定
管
理
者
の
継
続
）

（
令
和
５
年
度
）

《
議
案
第
70
号
〜
75
号
》

○
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）
２
億
２
５
４
０

万
円
追
加
し
、
総
額
を
79
億

9
1
0
万
円
と
す
る
（
内
訳

抜
粋
）

▼
光
幹
線
系
ケ
ー
ブ
ル
修
繕

（
台
風
15
号
で
被
災
し
た
箇

所
・
大
鐵
田
野
口
〜
下
泉
駅

間
）
１
３
０
万
円

▼
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

７
７
３
万
1
千
円

▼
町
新
斎
場
建
設
用
地
測
量

・
調
査
業
務
委
託
４
９
０
万

円▼
町
営
住
宅
清
掃
・
修
繕

（
大
島
団
地
）
１
０
０
万
円

▼
茶
業
振
興
対
策
費
（
農
事

組
合
法
人　
川
根
美
味
し
い

た
け
《
地
名
》
へ
の
産
地
生

産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

費
補
助
金
と
町
付
け
増
し
）

１
億
４
７
０
０
万
円

▼
レ
イ
ク
コ
テ
ー
ジ
奥
大
井

ト
イ
レ
浄
化
槽
追
加
清
掃
97

万
円　

▼
教
科
書
移
行
用
補
助
教
材

購
入
５
１
２
万
1
千
円

▼
工
事
請
負
費
（
町
道
３
ヶ

所
の
災
害
復
旧
工
事
用
生
コ

ン
他
資
材
単
価
上
昇
分
）
２

５
０
０
万
円

○
町
国
保
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

給
与
改
定
、
国
保
税
シ
ス
テ

ム
改
修
計
２
２
８
万
円
追
加

し
、
総
額
8
億
1
6
2
8
万

円
と
す
る
。

○
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

給
与
改
定
、
介
護
認
定
調
査

委
託
計
85
万
1
千
円
追
加
し
、

総
額
13
億
3
0
7
7
万
5
千

円
と
す
る
。

○
町
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　
　
　
　
　

給
与
改
定
38
万
円
追
加
し
、

総
額
5
2
0
4
万
2
千
円
と

す
る
。

○
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

給
与
改
定
、
水
川
取
水
ポ
ン

プ
場
送
水
弁
・
下
長
尾
配
水

池
水
位
計
の
修
繕
計
２
３
３

万
円
追
加
し
、
総
額
２
億
５

０
４
９
万
１
千
円
と
す
る
。

○
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
８
８
９
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
79
億
９
８

０
０
万
円
と
す
る
。

令
和
５
年
度
「
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
」

▼
低
所
得
世
帯
給
付
金
６
２

通年営業（R4実績20,761人）の
「くのわき親水公園キャンプ場」

井川線にバキュームカーを
乗せて作業した

荒茶加工機械を導入し、
煎茶工場を整備

有機栽培茶の生産拡大を目指す

補  

正  

予  

算

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
選
定
（
キ
ャ

ン
プ
場
他
７
施
設
）

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
料
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例常
勤
で
特
別
職
の
期
末
手
当

を
１
０
０
分
の
10
引
き
上
げ

る
。

○
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例若
年
層
を
重
視
し
、
給
料
額

と
初
任
給
及
び
特
別
給
（
期

末
、
勤
勉
手
当
を
一
般
職
１

０
０
分
の
10
、
再
任
用
１
０

０
分
の
５
）
引
き
上
げ
る
。

○
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

妊
産
婦
の
世
帯
主
に
対
し
て

国
民
健
康
保
険
税
の
「
所
得

割
額
」
「
被
保
険
者
均
等
割

額
」
を
免
除
す
る
。

期
間
は
出
産
予
定
日
に
属
す

る
月
の
前
月
（
多
胎
妊
娠
は

３
ヶ
月
前
）
か
ら
出
産
予
定

月
の
翌
々
月
ま
で
。

令
和
５
年
11
月
の
出
産
か
ら

免
除
対
象
。
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共通券が2枚増えて、
より使いやすくなったプレミアム券

議  

員  

発  

議

５
１
万
９
千
円
（
７
万
円
×

８
５
０
世
帯
他
）

▼
私
立
保
育
園
給
食
食
材
負

担
軽
減
13
万
円
（
保
護
者
負

担
金
な
し
と
す
る
た
め
）

▼
プ
レ
ミ
ア
ム（
か
わ
ね
支

え
愛
）
商
品
券﹇
第
６
弾
﹈

２
６
２
５
万
１
千
円

《
発
議
第
３
号
〜
４
号
》

○
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例期
末
手
当
が
１
０
０
分
の
10

増
と
な
る　
　
　
　

○
大
井
川
鐵
道
本
線
の
全
線

復
旧
早
期
実
現
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出　

（
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ
）

賛否が分かれた議案

議  案  番  号 件　　　　名

※石山貴美夫議長は、採決に加わりません。

佐
々
木
直
也

中
野
　
浩
和

藤
田
　
　
至

中
原
　
　
緑

澤
西
　
省
司

大
竹
　
勝
子

杉
山
　
広
充

野
口
　
直
次

中
野
　
　
暉

中
田
　
隆
幸

中
澤
　
莊
也

川根本町一般職の任期付職員の採用等に関する条例について
川根本町課設置条例の一部を改正する条例について
川根本町印鑑条例の一部を改正する条例について
川根本町特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条例の
一部を改正する条例

議案第56号
議案第57号
議案第58号

議案第59号

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

討
　
　
　
論

【
一
般
職
の
任
期
付
職
員
採

用
等
条
例
】

（
議
案
第
56
号
）

不
安
定
な
雇
用
形
態
で
、
専

門
職
や
高
度
な
技
能
や
経
験

を
持
つ
外
部
人
材
に
頼
る
こ

と
は
災
害
へ
の
対
応
な
ど
丸

投
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。
常

勤
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め

て
い
く
べ
き
だ
。

複
雑
・
高
度
化
す
る
行
政
課

題
等
に
速
や
か
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
の

一
般
職
員
の
任
期
付
職
員
の

採
用
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
制
度
を
導
入
す
る
た
め
に

必
要
な
条
例
の
制
定
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

【
課
設
置
条
例
】

（
議
案
第
57
号
）

今
で
さ
え
ど
う
い
っ
た
事
務

を
ど
こ
の
課
が
担
う
の
か
わ

か
り
に
く
い
状
態
な
の
に
、

今
以
上
に
煩
雑
に
な
っ
て
し

ま
い
、
災
害
時
、
誰
が
陣
頭

指
揮
を
執
る
の
か
と
い
っ
た

混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
為
反
対

す
る
。

課
の
新
た
な
設
置
に
は
、
条

例
の
改
正
が
不
可
欠
で
あ
る
。

課
の
設
置
の
目
的
は
、
激
甚

化
・
多
様
化
す
る
災
害
へ
の

備
え
や
対
応
を
迅
速
か
つ
確

実
す
る
た
め
で
あ
り
、
問
題

は
無
い
こ
と
か
ら
、
本
議
案

に
賛
成
す
る
。

【
印
鑑
条
例
】

（
議
案
第
58
号
）

便
利
に
な
る
反
面
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
面
で
ス
マ
ホ
を

紛
失
し
た
り
、
盗
難
に
あ
っ

た
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
た

時
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
紐
づ
け

ら
れ
た
個
人
情
報
が
漏
れ
て

し
ま
う
危
険
性
が
高
ま
る
為

反
対
と
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
持

者
の
有
益
性
・
利
便
性
の
向

上
を
図
る
目
的
を
持
っ
た
も

の
で
あ
り
、
上
位
法
の
改
正

に
よ
る
条
文
の
追
加
で
あ
り
、

な
ん
ら
問
題
が
無
い
と
考
え

る
。
よ
っ
て
本
議
案
に
賛
成

す
る
。

【
常
勤
特
別
職
給
料
等
改
正

条
例
】

（
議
案
第
59
号
）

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
町
３

役
の
期
末
手
当
を
増
額
す
る

も
の
で
、
物
価
高
騰
し
、

パ
ー
ト
の
方
の
約
１
ヶ
月
の

給
料
に
も
匹
敵
す
る
引
き
上

げ
で
、
一
般
勤
労
者
の
生
活

実
感
に
照
ら
し
、
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
な
い
為
反
対
す
る
。

特
別
職
の
特
別
給
の
年
間
支

給
月
数
を
0.1
月
分
引
き
上
げ
、

年
間
4.50
ヵ
月
分
と
す
る
た
め

に
必
要
な
条
例
の
一
部
改
正

で
あ
り
、
人
事
院
勧
告
の
主

旨
か
ら
考
え
て
何
ら
問
題
が

無
い
こ
と
か
ら
本
議
案
に
賛

成
す
る
。　

大
竹
勝
子

反　
　
対

大
竹
勝
子

反　
　
対

大
竹
勝
子

反　
　
対

中
澤
莊
也

賛　
　
成

中
澤
莊
也

賛　
　
成

中
澤
莊
也

賛　
　
成

大
竹
勝
子

反　
　
対

中
澤
莊
也

賛　
　
成
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「大井川鐵道本線の全線復旧実現に関する意見書」を提出
発議第4号

意見書は12月19日の議会で採択しました。

町議会全議員の賛成により

（要望内容）
○国土交通省、静岡県、大井川鐵道が川根本町を含む沿線市町とともに、大井川鐵道全線
　復旧の早期実現に向けて具体的に取組むことを、川根本町議会として強く要望する。

（伝えたいこと）
○大井川鐵道本線は、令和4年9月の台風15号により被災し、いまだ川根温泉笹間渡駅から
　千頭駅間は復旧の目途が立たない状況である。

○大井川鐵道は100年近い歴史があり、近年はSLや沿線の多くの観光資源に恵まれた魅力
　ある鉄道として、全国から注目されており、静岡県観光基本計画では、中部地域の重要な
　観光資源として位置づけされている。

○沿線の地域住民にとっては、鉄道の不通により非常に大きな不便を強いられており、観光
　・地域経済への影響は計り知れない。

○過日、地域住民有志による全線復旧を支援する
　ための署名活動が行われ、沿線住民をはじめ
　全国から約35,000もの署名が集まった。

（提出先）
国土交通省、静岡県知事

〈正島付近〉〈地名付近〉

（原風景を取り戻そう！）

鉄道災害状況
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議案第57号「川根本町課設置条例の一部を改正する条例について」が可決
「14課1局体制へ」

「危機管理課」が新設されます「危機管理課」が新設されます「危機管理課」が新設されます「危機管理課」が新設されます

　
　
新
た
に
採
用
す
る
必
要

性
と
そ
の
事
情
は
。

　
　
複
雑
・
高
度
化
す
る
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
。

　
　
具
体
的
に
、
見
込
ん
で

い
る
登
用
は
あ
る
か
。

　
　
危
機
管
理
分
野
に
登
用

し
た
い
。
他
市
町
で
は
自
衛

隊
経
験
者
の
採
用
例
が
多
数

あ
る
。

　
　
危
機
管
理
を
例
に
す
る

と
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
業

務
を
行
う
の
か
。

　
　
ま
ず
は
、
体
制
の
検
証
、

見
直
し
、
強
化
等
、
次
に
、

災
害
初
期
段
階
で
の
消
防
署

や
自
衛
隊
と
の
連
絡
調
整
で

あ
る
。

　
　
常
勤
か
。

　
　
常
勤
で
あ
る
。

　
　
元
役
場
職
員
は
対
象
か
。

　
　
危
機
管
理
を
主
眼
と
し

た
場
合
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
業
務
に
必
要
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
可
能
性
は
あ
る
。

問答問答問答問問答 答

自衛隊、消防との連携をよりスムーズに

令和6年度から

令和4年台風15号の教訓を生かし、「安全」の実現のため、
町の危機管理部門を独立させた新たな課を設置。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

よ
り
一
層

議案第56号「川根本町一般職の任期付職員の採用等に
関する条例」が新たに制定されたことにより、危機管
理に特化した職員の受け入れ態勢が整備される見込み。

防災・災害対応の充実へ

関連して

議
案
56
号

議
員
か
ら
の
質
問（
抜
粋
）

議
会
が　
　

    

し
た
こ
と

委
員
の
選
考
の
理
由
、
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
、
年
齢
、
性
別
の
偏
り
な

ど
も
確
認
し
て
承
認
。

― 

定
数
11
名
の
う
ち
８
名
が
新
人 

―

①
農
業
委
員
会
が
新
体
制
へ

よ
り
正
確
な
運
営
状
況
の
把
握
の

た
め
、
会
計
の
処
理
方
法
の
統
一

な
ど
を
求
め
た
。

②
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
報
告
書
に
つ
い
て
、
内
容
の

　
統
一
を
要
望
。

町
内
全
戸
に
配
付
の
チ
ラ
シ
に
載

せ
る
情
報
の
内
容
、
書
き
方
に
つ

い
て
要
望
。

③
第
２
回
「
大
井
川
鐵
道
本
線

　
沿
線
に
お
け
る
公
共
交
通
の

　
あ
り
方
検
討
会
」
の
報
告
を

　
う
け
て

注目注目
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【
川
根
高
校
の
募
集
定
員
に

つ
い
て
】

　
　
80
人
か
ら
40
人
と
な
る

が
、
現
在
あ
る
コ
ー
ス
は
継

続
さ
れ
る
の
か
。

　
　
コ
ー
ス
は
今
ま
で
ど
お

り
継
続
さ
れ
る
。
教
員
数
は
、

１
人
減
と
な
る
。

【
ド
ロ
ー
ン
物
流
事
業
に
お

け
る
連
携
協
定
に
つ
い
て
】

　
　
島
田
市
等
の
近
隣
自
治

体
と
連
携
し
た
事
業
展
開
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
近
隣
自
治
体
と
連
携
し

た
事
業
展
開
は
問
題
は
な
い

が
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
に

関
し
て
協
議
し
て
い
な
い
。

　
　
連
携
協
定
の
相
手
は
ど

の
よ
う
に
選
考
し
た
の
か
。

　
　
実
証
事
業
を
契
約
し
て

い
る
「
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
」

を
選
定
し
た
。

　
　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

想
定
は
い
か
が
か
。

　
　
事
業
ス
タ
ー
ト
は
令
和

六
年
度
、
行
政
支
援
を
３
年

間
と
し
、
令
和
九
年
度
か
ら

は
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
社
会

実
装
を
想
定
し
て
い
る
。

全員協議会全員協議会

問答問答問答問答

アプトいちしろキャンプ場
（町ホームページより）

旧中川根第一小学校

毎月行われている全員協議会（町政の現状や課題に
ついて町長等の出席を求め全議員で話し合う会議）
の11月、12月分を抜粋して報告します。

11
月
21
日
の
議
題

【
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
】

　
　
不
動
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

の
減
価
償
却
費
と
池
谷
キ
ャ

ン
プ
場
の
租
税
公
課
は
ど
う

か
。
　
　
不
動
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場

に
関
し
て
は
、
自
己
資
産
が

存
在
す
る
た
め
減
価
償
却
費

が
発
生
す
る
。
池
の
谷
キ
ャ

ン
プ
場
の
租
税
公
課
は
法
人

税
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
収
益
が
発
生
し
て
い
れ

ば
法
人
税
申
告
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
町
と
し
て
の
指
導

は
。
　
　
税
務
担
当
と
も
連
携
し

て
確
認
す
る
。
今
後
の
指
導

も
行
っ
て
い
く
。

　
　
町
有
地
で
キ
ャ
ン
プ
場

を
運
営
し
て
い
る
場
合
、
事

業
者
は
借
地
料
を
町
へ
納
付

し
て
い
る
か
。

　
　
そ
の
と
お
り
。
納
付
し

て
い
る
。

　
　
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く

ぼ
で
は
、
他
の
助
成
金
を
活

用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
事
業
な
の
か
。

　
　
事
業
者
独
自
で
、
公
の

助
成
制
度
を
探
し
て
活
用
し

て
い
る
。
ど
こ
の
所
管
の
制

度
で
、
ど
ん
な
内
容
か
ま
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。　
　

　
　
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
お
ろ
く

ぼ
の
指
定
管
理
委
託
料
5
0

0
万
円
は
、
何
を
基
準
に
算

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
過
去
の
経
緯
か
ら
5
0

0
万
円
と
い
う
基
準
額
が
算

出
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
仮
に
、
こ
れ
で
は
足

り
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
他
の
事
業
者
を
選
定
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て

い
る
。

【
学
校
施
設
利
活
用
検
討
委

員
会
（
12
月
11
日
）
出
席
議

員
の
報
告
に
つ
い
て
】

　
　
第
一
小
学
校
は
、
令
和

六
年
度
か
ら
準
備
し
、
七
年

度
か
ら
指
定
管
理
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
。

　
　
総
務
課
と
経
営
戦
略
課

で
再
度
検
討
し
、
利
活
用
検

討
委
員
会
に
提
示
す
る
。
そ

の
後
、
利
活
用
に
つ
い
て
、

問

問

答

答

公
募
と
い
う
形
で
進
め
た
い
。

　
　
校
舎
の
改
修
等
に
、
合

併
特
例
債
を
使
う
の
か
。

　
　
令
和
七
年
度
ま
で
の
合

併
特
例
債
な
の
で
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
指
定
管
理
制
度
の
活
用

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
指
定
管
理
制
度
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。
こ
の
こ
と

は
、
利
活
用
検
討
委
員
会
の

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　
第
一
小
学
校
に
つ
い
て
は

公
募
を
し
、
そ
の
提
案
を
、

利
活
用
検
討
委
員
会
で
も
説

明
を
し
理
解
を
得
た
上
で
、

段
階
を
踏
ん
で
決
め
て
い
き

た
い
。　

　
問答問答

答問答

問答問問 答 12
月
８
日
の
議
題

12
月
19
日
の
議
題
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一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

林道南赤石線の路面の状況
大鐵15号災害現場を議員で視察
またみんなでSLの音を聞きたい

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです

質
問

質
問

質
問…

11
月
29
日
に
第
２
回

大
鐵
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

検
討
会
が
開
か
れ
た
。
次
回

全
線
運
行
再
開
に
向
け
て
、

必
要
と
な
る
費
用
の
調
達
方

法
、
役
割
分
担
が
検
討
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
具
体

的
に
な
る
町
の
分
担
、
大
鐵

に
対
し
て
の
分
担
、
負
担
軽

減
の
た
め
に
、
国
、
県
に
上

乗
せ
を
お
願
い
す
る
の
か
。

経
営
戦
略
課
長…

補
助
金
で

定
め
ら
れ
て
い
る
負
担
割
合

を
基
本
的
に
、
今
後
協
議
し

て
い
く
。
本
町
は
財
政
的
に

も
豊
か
で
は
な
い
。
国
、
県

の
支
援
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。

質
問…

長
期
災
害
復
旧
工
事

に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
財

源
確
保
の
見
込
み
等
を
含
め
、

あ
く
ま
で
町
の
考
え
と
し
て
、

部
分
開
通
、
笹
間
渡
千
頭
間

開
通
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長…

提
示
さ
れ
た
金
額
に

つ
い
て
は
、
有
利
な
起
債
を

活
用
す
る
。
今
後
の
対
応
の

中
で
進
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

基
本
的
に
は
全
線
開
通
を
求

め
て
い
る
。
そ
の
間
の
、
千

頭
か
ら
青
部
と
か
、
い
ろ
ん

な
方
法
の
使
い
道
を
大
鐵
等

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問…

現
時
点
で
町
道
と
林

道
の
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
は
い
か
が
か
。

町
長…

町
道
・
林
道
に
河
川

を
加
え
て
、
22
箇
所
あ
り
、

現
在
15
箇
所
が
発
注
済
み
。

発
注
率
約
68
％
、
現
在
完
成

し
て
い
る
の
は
、
河
川
の
１

箇
所
の
み
で
あ
る
。

質
問…

尾
呂
久
保
地
区
の
上

の
林
道
南
赤
石
線
の
路
面
の

の
危
険
度
状
況
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

町
長…

路
面
状
況
を
確
認
し
、

既
に
11
月
に
舗
装
修
繕
工
事

を
発
注
し
た
。
上
長
尾
か
ら

尾
呂
久
保
間
の
舗
装
修
繕
工

事
を
令
和
６
年
度
に
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。

質
問…

12
月
議
会
で
、
町
道

災
害
３
路
線
の
増
額
補
正
を

行
っ
た
が
、
増
額
分
は
補
助

対
象
に
な
る
の
か
、
ま
た
未

施
工
の
林
道
水
川
線
２
号
箇

所
、
林
道
小
河
内
線
３
号
箇

所
の
工
事
は
来
年
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
同
様
に
補
助
が

あ
る
の
か
。

建
設
課
長…

補
正
予
算
に
計

上
し
た
増
額
分
も
補
助
対
象

に
な
る
。
ま
た
、
未
施
工
の

２
路
線
も
災
害
申
請
を
行
っ

て
い
る
の
で
対
象
に
な
る
。

答
え 公

共
交
通
と
し
て
今
後
の
町
と
大
鐵
の
関
わ
り
は

基
本
的
に
は
笹
間
渡
千
頭
間
開
通
を
求
め
て
い
く

答
え 台

風
15
号
の
災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
率
に
つ
い
て

22
箇
所
の
う
ち
発
注
率
約
68
％
。
完
成
は
１
箇
所

野口 直次
議員

の    ぐち　　なお　 じ
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澤西 省司
議員

さわ   にし    しょう   じ

サルの被害が拡大している サル用大型捕獲おり

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです

質
問

質
問…

サ
ル
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ

を
毎
年
捕
獲
し
て
い
る
が
、

減
少
傾
向
に
無
い
状
況
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長…

狩
猟
者
の
減
少
に
よ

る
捕
獲
率
の
低
下
な
ど
が
、

サ
ル
な
ど
の
減
少
に
い
た
ら

な
い
要
因
と
考
え
る
。

質
問…

サ
ル
は
集
団
で
行
動

す
る
の
で
、
ま
と
め
て
捕
獲

す
る
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

町
長…

サ
ル
の
群
れ
で
行
動

す
る
習
性
を
利
用
し
て
、
サ

ル
用
大
型
捕
獲
お
り
の
導
入

を
来
年
度
め
ざ
し
た
い
。

質
問…
町
は
年
間
害
獣
捕
獲

上
位
者
に
対
し
て
、
功
労
賞

を
設
け
て
表
彰
し
、
猟
師
の

方
へ
の
感
謝
と
存
在
感
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長…

提
案
さ
れ
た
功
労
賞

は
、
捕
獲
意
欲
の
向
上
を
図

る
た
め
の
一
つ
の
手
法
だ
と

思
う
。

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
捕
獲
意
欲

の
向
上
が
図
ら
れ
る
施
策
を

検
討
し
い
く
。

質
問…

町
民
が
愛
す
る
家
庭

菜
園
は
生
き
が
い
で
あ
り
、

健
康
維
持
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
た
び
重
な

る
害
獣
被
害
に
よ
り
家
庭
菜

園
を
や
め
た
く
な
っ
た
と
い

う
よ
う
な
思
い
に
さ
せ
る
こ

と
は
、
町
民
へ
の
対
応
が
停

滞
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長…

被
害
の
防

止
対
策
と
し
て
、
防
除
の
た

め
の
設
備
設
置
を
対
象
と
し

た
補
助
事
業
を
広
報
等
に
よ

り
、
な
お
い
っ
そ
う
の
周
知

に
努
め
て
い
く
。

質
問…

サ
ル
は
人
間
を
よ
く

観
察
し
て
い
る
の
で
、
捕
獲

が
非
常
に
難
し
い
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
猟
師
の

サ
ル
離
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

サ
ル
の
捕
獲
数
は
令
和
元
年

を
ピ
ー
ク
に
令
和
４
年
で
は

半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。

サ
ル
の
威
嚇
行
動
を
未
然
に

防
ぐ
意
味
で
も
、
猟
銃
を
サ

ル
に
向
け
続
け
る
に
は
、
サ

ル
の
捕
獲
報
償
金
を
４
，
５

万
円
に
高
く
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長…

サ
ル
に
限

ら
ず
鳥
獣
の
捕
獲
報
償
金
は
、

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問…

猟
友
会
会
員
の
方
か

ら
の
要
望
で
は
、
食
品
衛
生

法
の
関
係
上
、
解
体
処
理
施

設
で
処
理
し
た
ジ
ビ
エ
で
な

い
と
、
商
業
的
に
流
通
で
き

な
い
た
め
、
解
体
処
理
施
設

を
新
設
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
が
。

産
業
振
興
課
長…

現
在
猟
期

中
で
す
の
で
、
終
わ
っ
た
段

階
な
ど
早
い
時
期
に
猟
友
会

と
協
議
の
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答
え サ

ル
の
集
団
を
ま
と
め
て
捕
獲
す
る
考
え
は
な
い
か

サ
ル
用
の
大
型
捕
獲
お
り
の
導
入
を
来
年
度
め
ざ
す

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う
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一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

大竹 勝子
議員

おお   たけ      かつ    こ

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです

質
問

質
問

質
問…

特
養
の
入
所
は
要
介

護
３
以
上
が
対
象
だ
が
、
そ

れ
以
下
で
も
入
れ
る
特
例
入

所
は
ど
の
よ
う
な
条
件
の
方

が
、
入
所
で
き
る
の
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長…

一
人
暮

ら
し
等
で
介
護
者
が
い
な
い

よ
う
な
特
別
の
事
情
が
勘
案

さ
れ
る
。

質
問…

一
人
暮
ら
し
の
元
気

な
お
年
寄
り
と
少
し
支
援
が

必
要
な
方
が
、
一
緒
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
管
理
者
を
置

く
。
そ
し
て
買
い
物
・
安
否

確
認
・
通
院
等
の
生
活
支
援

や
介
護
も
受
け
ら
れ
る
と
い

う
国
の
制
度
に
縛
ら
れ
な
い

よ
う
な
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
」
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長…

施
設
の

新
設
計
画
は
な
い
が
、
高
齢

者
福
祉
介
護
保
険
部
会
と
協

議
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

質
問…

来
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
は
１
億
６
千
万
円
余
。

基
金
を
取
り
崩
し
て
引
き
下

げ
る
べ
き
と
考
え
る
。

高
齢
者
福
祉
課
長…

次
期
計

画
に
お
い
て
十
分
に
活
用
し

適
切
な
保
険
料
設
定
を
し
て

い
き
た
い
。

質
問…

大
鐵
本
線
の
運
休
が

長
期
化
し
て
い
る
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

町
長…

第
２
回
大
井
川
鐵
道

本
線
沿
線
に
お
け
る
公
共
交

通
の
あ
り
方
検
討
会
が
行
わ

れ
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

改
め
て
災
害
復
旧
等
に
係
る

費
用
が
提
示
さ
れ
た
。
提
示

さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

質
問…

私
た
ち
が
、
提
案
し

て
い
た
大
井
川
の
堆
積
土
砂

の
運
搬
に
大
鐵
活
用
を
求
め

た
発
言
が
出
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。　

経
営
戦
略
課
長…

ま
ず
復
旧

等
の
議
論
で
あ
り
、
そ
の
議

論
は
、
出
て
い
な
い
。

質
問…

国
交
省
に
出
向
い
て

行
っ
た
時
、
こ
の
提
案
に
対

し
て
町
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
ば
受
け
入
れ
ら

れ
る
反
応
で
し
た
。
補
助
金

よ
り
、
実
現
性
や
持
続
性
が

高
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

経
営
戦
略
課
長…

全
線
復
旧

に
向
け
た
課
題
等
、
費
用
負

担
等
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
他
に
学
校
給
食
無
償
化
に

つ
い
て
も
質
問
あ
り
。

答
え た

め
込
ん
だ
基
金
で
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

十
分
に
活
用
し
、
適
切
な
保
険
料
設
定
に
し
た
い

答
え 大

井
川
鐵
道
本
線
復
旧
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く

こんなにえぐられてしまった線路（地名付近）介護研修会の様子
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一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

中澤 莊也
議員

なか   ざわ      そう    や

ここ数年姿をみない町の鳥ヤマセミ 狩猟体験ツアー　獣の命をいただく

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです

質
問

質
問

質
問…
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
の
意
義
や
理
念
、
価

値
が
あ
ま
り
住
民
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
に

し
て
、
住
民
の
意
識
啓
発
を

図
っ
て
い
く
考
え
か
。

町
長…

10
周
年
事
業
と
し
て

記
念
講
演
会
や
住
民
向
け
講

座
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
を
通
し
て
、
南
ア
ル

プ
ス
の
豊
か
な
自
然
環
境
と

共
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の

歴
史･

伝
統･

文
化
を
未
来
に

受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
と
し
て
、

改
め
て
啓
発
し
て
い
く
。

質
問…

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
10
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
等
へ
の
探
索
ツ
ア
ー
や

自
然
環
境
の
変
化
や
生
物
多

様
性
等
の
実
態
を
知
る
た
め
、

町
民
参
加
の
希
少
動
植
物
等

の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は

な
い
か
。

町
長…

当
町
の
豊
か
な
自
然

に
実
際
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
、
町
民
を
対
象
と
し
た
ツ

ア
ー
の
実
施
が
非
常
に
有
効

と
考
え
る
。
今
後
、
自
然
環

境
の
保
全
規
則
等
を
確
認
し
、

ツ
ア
ー
の
実
施
や
希
少
生
物

等
の
実
態
調
査
事
業
に
つ
い

て
計
画
し
て
い
き
た
い
。

質
問…

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
用
の
成
果
と
課
題
は
。

町
長…

成
果
と
し
て
は
、
２

名
の
隊
員
が
、
任
期
満
了
後

に
お
い
て
、
町
内
の
企
業
に

就
職
、
ま
た
は
起
業
す
る
こ

と
で
、
現
在
も
町
内
で
活
動

し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
は
、

受
入
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。

質
問…

任
期
満
了
後
に
お
け

る
隊
員
へ
の
就
労
等
へ
の
支

援
は
。

町
長…

活
動
終
了
後
に
つ
い

て
も
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

当
町
に
残
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
起
業
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
令
和
３
年
度
に
「
川

根
本
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
等
補
助
金
」
を
創
設
し
、

既
存
の
「
川
根
本
町
起
業
及

び
事
業
継
続
チ
ャ
レ
ン
ジ
補

助
金
」
な
ど
を
案
内
し
、
活

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問…

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
採
用
条
件
等
は
。

町
長…

町
の
課
題
解
決
な
ど

を
テ
ー
マ
に
公
募
を
行
う
の

で
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
採

用
条
件
と
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

答
え 地

域
お
こ
し
協
力
隊
任
期
満
了
後
の
支
援
が
大
事

「
協
力
隊
起
業
等
補
助
金
制
度
」
の
活
用
を
図
る

答
え ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
10
周
年
記
念
事
業
は

自
然
体
験
ツ
ア
ー
や
希
少
生
物
等
実
態
調
査
を
計
画
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質
問

質
問

質
問…

来
年
度
予
算
を
組
む

に
あ
た
っ
て
の
重
点
事
項
は
。

町
長…

安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
町
を
目
指
し
、

被
災
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
再
整

備
、
主
要
産
業
の
活
性
化
な

ど
に
力
を
入
れ
る
。

質
問…

任
期
に
お
い
て
、
必

ず
達
成
し
た
い
こ
と
は
。

町
長…

「
新
町
建
設
計
画
」

に
お
け
る
主
要
事
業
を
最
優

先
に
完
成
さ
せ
た
い
。

質
問…

町
が
管
理
す
る
住
宅

は
、
通
年
申
し
込
み
が
で
き

る
状
態
で
あ
る
か
。

く
ら
し
環
境
課
長…

随
時
受

付
し
、
対
応
し
て
い
る
。

質
問…

災
害
に
備
え
る
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
退
去
後
速

や
か
に
入
居
で
き
る
よ
う
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長…

努
力
す
る
。

質
問…

観
光
集
客
事
業
に
つ

い
て
、
来
年
度
の
考
え
は
。

観
光
交
流
課
長…

今
年
度
事

業
の
効
果
を
検
証
し
、
選
択

と
集
中
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問…

補
聴
器
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
リ
サ
ー
チ
や
検
討

は
行
わ
れ
た
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長…

他
市
町

の
状
況
を
確
認
中
で
あ
る
。

質
問…

子
ど
も
た
ち
が
日
頃

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や

希
望
な
ど
を
聞
き
取
り
、
町

政
に
反
映
す
る
た
め
に
も
、

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
を

す
る
の
は
い
か
が
か
。

町
長…

来
年
度
、
試
行
的
に

実
施
す
る
方
向
で
進
め
る
。

質
問…

実
施
は
、
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
か
。

町
長…

ふ
る
さ
と
へ
の
提
言

を
し
て
も
ら
い
、
実
際
に
予

算
に
反
映
で
き
る
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。

質
問…

国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
を
基
に
、
川
根
本
町
式

の
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」

の
制
定
の
検
討
は
い
か
が
か
。

町
長…

来
年
度
策
定
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
の
協
議
の
中
で
、
条
例

制
定
も
含
め
て
検
討
す
る
。

質
問…

ど
れ
く
ら
い
時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長…

一
年
間
を

か
け
て
協
議
し
て
い
く
。

◎…

こ
の
条
例
の
制
定
は
、

当
町
に
と
っ
て
大
き
な
転
換

に
な
り
得
る
。
子
ど
も
の
幸

福
度
日
本
一
を
目
指
し
て
、

施
策
し
、
事
業
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
え 来

年
度
予
算
に
お
い
て
、
重
点
事
項
は
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
町
を
目
指
す
。

答
え 「

子
ど
も
議
会
」
の
開
催
は
い
か
が
か
。

来
年
度
、
試
行
的
に
実
施
す
る
方
向
で
進
め
る
。

一 般 質 問一 般 質 問町政を問う町政を問う

川根本町式「子どもの権利条例」の制定は、
当町の大きな転換になり得る

「新町建設計画」においての主要事業である、
「斎場」と「し尿処理施設」

佐々木 直也
議員

さ　  さ　  き　　 なお　 や

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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　平日の家族旅行を推奨し、旅育の推進と平日や
閑散期の観光需要のシフトによる地域経済の活性
化を目指す取り組みで「旅」と「学習（スタディ）」を
組み合わせた別府市の新しい学び方・休み方です。
　地域家庭との教育活動の一環と捉え、校外活動
として欠席とはせず「出席停止等」と同じ扱いと
なります。

「たびスタ」休暇とは

質
問

質
問

質
問…
別
府
市「
た
び
ス
タ
」

愛
知
県「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

は
子
ど
も
が
平
日
に
学
校
を

休
め
る
制
度
で
、
土
日
に
休

め
な
い
宿
泊
・
飲
食
・
サ
ー

ビ
ス
業
で
も
平
日
に
子
ど
も

と
旅
行
に
行
け
る
。
保
護
者

か
ら
「
当
町
で
も
取
り
組
め

な
い
か
」
と
の
声
が
あ
る
が
。

教
育
長…

利
用
実
績
も
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
休
ん
だ

間
の
学
力
保
証
・
利
用
で
き

な
い
家
庭
へ
の
配
慮
も
必
要
。

質
問…

愛
知
県
の
定
義
「
子

ど
も
が
保
護
者
と
共
に
校
外

で
体
験
探
求
の
学
び
・
活
動

を
自
ら
企
画
、
実
行
す
る
学

習
活
動
」
に
つ
い
て
考
え
は
。

教
育
総
務
課
長…

今
後
の
各

市
町
の
動
向
を
調
べ
、
町
内

全
体
の
中
で
必
要
性
を
見
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

質
問…

こ
の
制
度
は
余
暇
の

自
由
の
不
平
等
性
を
克
服
し
、

教
育
に
新
た
な
多
様
性
を
も

た
ら
す
契
機
に
な
ら
な
い
か
。

教
育
長…

子
ど
も
の
主
体
的

な
学
ぶ
姿
勢
、
そ
れ
を
支
え

る
保
護
者
・
地
域
社
会
の
意

識
変
換
、
改
革
が
前
提
で
、

「
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
ん
な
場
所
で
学
べ
る
ん
だ
」

と
い
う
意
識
の
醸
成
が
必
要
。

質
問…

遊
歩
道
の
有
料
化
で
、

町
が
業
務
委
託
を
す
る
の
は
、

既
存
の
組
織
か
新
規
か
。

観
光
交
流
課
長…

新
し
い
組

織
を
設
置
す
る
と
い
う
結
論

に
ま
で
達
し
て
い
な
い
。
地

元
の
人
々
が
入
る
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
、
ど
う
い
っ
た

組
織
が
必
要
な
の
か
検
討
し

て
い
く
。

質
問…

地
元
で
は
早
く
実
施

し
た
い
よ
う
だ
。
組
織
の
と

こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
る
の
か
。

観
光
交
流
課
長…

組
織
が
決

ま
ら
な
い
と
、
様
々
な
も
の

が
動
き
出
し
て
い
か
な
い
。

質
問…

観
光
客
か
ら
協
力
金

を
頂
く
根
拠
と
な
る
要
綱
の

作
成
、
基
金
条
例
の
策
定
は

い
つ
に
な
る
の
か
。

観
光
交
流
課
長…

そ
の
議
論

を
進
め
る
前
に
ど
う
い
う
組

織
に
す
る
か
が
先
で
、
時
期

は
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
。

質
問…

現
行
制
度
で
の
課
題

は
高
齢
化
と
人
手
不
足
と
の

こ
と
、
町
か
ら
の
提
案
は
。

観
光
交
流
課
長…

入
場
の
自

動
化
な
ど
議
論
を
進
め
て
き

た
。
地
元
住
民
だ
け
で
な
く

民
間
企
業
や
若
い
力
を
含
め

た
新
し
い
組
織
が
必
要
で
は

な
い
か
、
協
議
を
し
て
い
る
。

答
え 寸

又
峡
遊
歩
道
の
有
料
化
実
施
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
だ
課
題
が
解
決
で
き
て
い
な
い
。
検
討
を
続
け
る
。

答
え 別

府
市
で
行
っ
て
い
る「
た
び
ス
タ
」の
導
入
は
。学
校
の
配
慮
は
。

制
度
の
先
行
導
入
は
、ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く

一 般 質 問一 般 質 問

中原 　緑
議員

なか   はら　　　　  みどり

町政を問う町政を問う

別府市「たびスタ」休暇申請書から 寸又峡「夢のつり橋」への遊歩道入口

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです
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「
昇
龍
の
如
く
、飛
躍
の
一
年
で

  

あ
れ
と
願
う
」

　
新
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
の
初

め
て
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　
議
会
が
皆
様
方
に
身
近
な
存

在
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
様
方
の
声
や
議
員
が
行
っ
た

質
問
で
施
策
や
事
業
と
し
て
反

映
さ
れ
た
も
の
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
是

非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
感
想
、

ご
意
見
な
ど
、
遠
慮
な
く
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

中
澤　
莊
也

編
集
後
記

質
問
者　
中
澤　
莊
也
議
員

質
問…
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

へ
の
公
費
（
一
部
）
負
担
を

答
え…

希
望
者
へ
の
一
部
負

担
を
検
討
し
て
い
き
た
い

質
問…

帯
状
疱
疹
の
予
防
接

種
を
希
望
す
る
人
た
ち
に
対

し
、
発
症
の
予
防
等
の
観
点

か
ら
、
公
費
負
担
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

町
長…

費
用
の
一
部
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
現

状
に
お
い
て
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、
関
係
所
の
意
見
を

聴
き
き
な
が
ら
、
希
望
者
へ

の
一
部
助
成
を
検
討
し
て
い

く
。

結
果…

令
和
5
年
4
月
1
日

か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
実

現﹇助
成
額
﹈

1
回
4
0
0
0
円

﹇
助
成
回
数
﹈　

◎
生
ワ
ク
チ
ン
（
ビ
ケ
ン
）

は
1
回

◎
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
回

ま
で

◆
世
代
交
代
の
時

　
　
　
太
田　
起
博　
75
歳

　
最
近
私
は
、
活
気
あ
る
若

者
達
と
話
す
機
会
が
増
え
た
。

飲
み
会
に
誘
え
ば
、
国
会
議

員
と
堂
々
と
話
し
合
う
。
議

員
も
本
気
で
相
手
を
す
る
。

我
々
の
若
い
頃
と
は
雲
泥
の

差
で
あ
る
。
区
内
で
も
若
者

が
活
躍
す
る
。
会
社
を
作
る

者
も
い
る
。
災
害
で
は
消
防

団
が
活
躍
す
る
。
若
い
力
に

我
々
は
、
と
て
も
か
な
わ
な

い
。
私
に
は
若
者
達
が
本
当

に
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
当
町
と
し
て

も
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
考

え
を
持
ち
、
活
気
溢
れ
る
若

者
達
を
議
会
や
行
政
（
○
○

委
員
会
）
な
ど
に
、
せ
め
て

半
数
以
上
位
採
用
し
、
活
躍

す
る
場
を
作
っ
た
ら
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
若
者
達
の
活
躍

な
く
し
て
こ
の
町
の
将
来
は

な
い
と
考
え
る
。
口
だ
け
達

者
に
な
っ
た
私
達
は
、
た
だ

ひ
た
す
ら
応
援
す
れ
ば
い
い

の
で
す
。

令
和
４
年
6
月
議
会

◆
議
会
に
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
一
町
民

　
町
民
と
の
「
距
離
」
を
縮

め
る
た
め
に
「
町
民
と
話
す

場
」
を
設
け
て
ほ
し
い
。
特

に
若
者
の
声
を
聞
い
て
ほ
し

い
で
す
。
又
、
移
住
者
の

方
々
の
声
も
聞
い
て
ほ
し
い
。

移
住
者
の
方
々
は
、
川
根
本

町
を
外
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
人
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

町
の
上
層
部
だ
け
の
考
え
方

で
物
事
が
進
み
、
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
か
ら
「
説
明
会
」
を

開
催
す
る
昔
か
ら
の
や
り
方

で
は
、
町
民
と
し
て
納
得
が

い
き
ま
せ
ん
。
意
見
も
、
考

え
方
も
言
え
な
い
「
町
づ
く

り
」
に
魅
力
は
感
じ
ま
せ
ん
。

若
者
は
、
ど
ん
ど
ん
出
て

行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

町
の
人
た
ち
は
「
出
る
釘
は

打
た
れ
る
！
」
こ
と
を
、
よ

く
解
っ
て
い
ま
す
。
「
旧
態

依
然
」
の
今
ま
で
の
や
り
方

を
、
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
口
の
少
な
い
小
さ
な

町
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

あの一般質
問

どうなっているダヤ～

◆ ３月定例会の日程 ◆
本会議（定例会・初日）

本会議（定例会・2日目）

9：00～

9：00～

9：00～

本会議
終了後

議会運営委員会・
全員協議会

本会議
終了後

議会運営委員会・
全員協議会

本会議（定例会・最終日）

議会はどなたでも傍聴できます。

3月4日

14日

22日

月

木

金
〈
広
　
報
　
委
　
員
　
会
〉

委
員
長　
中
澤　
莊
也

副
委
員
長　
大
竹　
勝
子

委　
　
員　
杉
山　
広
充

　
　
　
　
　
中
原　
　
緑

　
　
　
　
　
佐
々
木
直
也

皆
さ
ん
の
声
を
議
会
へ

表紙の写真
●地域おこし協力隊の
　活動の一コマ
●ゴミ拾いとジョギングを
　組合わせた活動
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